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第９回 ｸﾑﾎ・ｱｼｱﾅ杯「話してみよう韓国語 高校生大会」受賞報告 

 ３月１２日（土）、韓国文化院（東京）で行われた第９回ｸﾑﾎ・ｱｼｱﾅ杯「話してみよう韓国語」

高校生大会に、本校から生徒４名が出場しました。本選への出場はこれで３年連続になります。   

韓国語スキット部門では、昨年 12月の福岡大会で最優秀賞を獲得した１年生のペア（内山

紗緒里さん・原歌音さん）が出場し、本選では、奨励賞をいただきました。また、韓国語スピ

ーチ部門では、２年生の２名が、一次審査（スピーチ原稿と音源審査）を通過して本選に出場

し、濱口さくらさんが見事に優秀賞（全国２位）を獲得しました。濱口さんは「国際交流部で

韓国人観光客を対象に約 1,300 枚のアンケート調査を実施した経験から学んだこと」を題材に

しました。同じく、奨励賞をいただいた橘日佳里さんは、「対馬に生まれ、韓国語を学習した

ことによって、自分の世界が広がったこと」を話し、韓国のネットでのニュースにも記事が掲

載されました。 

 生徒たちにとって、大会に出場することは、日頃から取り組んでいる韓国語学習の成果を発

揮できる貴重な機会となっています。日々、韓国語を勉強できる恵まれた環境を最大限に活か

しながら、今後も活躍を続けてほしいと思います。 

 

韓国語スピーチ部門 優秀賞  ２年 濱口 さくら（佐世保市立祇園中出身） 

               ＊副賞：韓国研修ツアー（４泊５日） 

奨励賞  ２年 橘 日佳里  （対馬市立厳原中出身） 

韓国語スキット部門 奨励賞  １年 内山 紗緒里（対馬市立久田中出身） 

原 歌音   （諫早市立北諫早中出身） 

 

韓国メディアからの取材を受ける 1年生      スピーチ部門に出場した２年生 

第 5 回出張講義 「コースの先輩に聞く」 

講師：辻佳菜子さん （本コース第 1 期生・横尾中出身・東亞大卒） 

 昨年、１２月１４日（月）に、本コース第１期生の辻佳菜子さんをお招きし、講話をしていた

だきました。辻さんは、本コースを卒業後、釜山の東亞大学校経営大学国際観光学科へ入学され、

在学中にカナダにも語学留学をされました。卒業後は、その語学力を活かし、韓国の石油会社や、

大手企業 LG（東京支社）に勤務し、海外営業経験を積まれました。現在は、東京の弁護士事務

所で、韓国人弁護士の秘書をされています。本コースの卒業生ということもあり、コース設立当

時の様子や、卒業後の就職活動についても詳しくお伺いすることができて、生徒たちは大変刺激

を受けたようです。  

  ☆生徒の感想☆ 

・自分から沢山のことを経験し、吸収しようとしている姿  

がとても素敵でした。 

・韓国語のみならず、英語も大切だと分かりました。 

・釜山国際映画祭でのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの経験やｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟの話を聞 

いて、私も色々とチャレンジしていきたいと思いました。 

第６回出張講義 「弘益大学校出前授業」 

講師：稲川右樹先生 （ソウル市 弘益大学校助教授・滋賀県出身） 

現在、ソウルの弘益大学校で日本語を教えていらっしゃる稲川右樹先生が１月１８日に来校さ

れました。先生が１～２月に日本各地で「ゆうきの韓国語発音セミナー」をされるとのことで、

都合をつけていただき、対馬高校で出前授業をしていただきました。先生は、現在「韓国語学習

ジャーナル HANA」に「ゆうきの街とーく Voice of Seoul」を連載中で、各種 SNS を利用して日

本の韓国語学習者向けの情報を発信していらっしゃいます。 

初めに、韓国語を学び留学するに至った経緯、韓国で仕事をすることの面白みや苦労を聞いた

後、更には発音セミナーまでしていただきました。発音セミナーでは、発音の理論や実践を学ぶ

ことができ、生徒に大好評でした。 

 

 

 

 

 

 



 

・ 

国文コース１年生の韓国研修旅行 12 月 18 日(金)～21 日（月） 

昨年夏に実施される予定だった韓国研修旅行を延期して、１２月に実施しました。12 月 18

日から国文コースの１年生９名が、研修に出発しました。対馬の比田勝港からわずか 50 ㎞しか

離れていないため、高速船に乗り、1 時間 10 分で釜山に到着しました。 

３泊４日という短い時間でしたが、市内研修、釜山情報観光高校（姉妹校）との交流会、そ

してホームステイを体験し、すべてが充実した時間となりました。4 月から学んできた韓国語を

実際に使って買い物をしたり、韓国人の高校生や大学生と知り合うなど、毎日が驚きと興奮の連

続だったようです。生徒たちは、「もっと喋れるようになりたい！」と口を揃えて話してくれま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆生徒の感想☆ 

ホームステイでは、言っていることは分かるのに、自分の考えや思いを伝えることが難しかった

です。今回の研修では韓国の良いところを沢山見つけることができました。友達もできて、とても

嬉しいです。更に勉強を頑張ろうと思えました。一生心に残るような思い出になりました。 

県主催の「高校生の釜山韓国語研修」 12 月２０日(日)～2６日（土） 

先に出発していた 1 年生のうち 6 名に加え、２年生の希望者１２名が、長崎県主催の「高校

生の釜山韓国語研修」に参加しました。長崎県内の他の高校から参加した 10 名の生徒と共に、

釜山外国語大学の寮に泊まりながら、３つのレベルに分かれて、外大の先生から直接授業を受け

ました。こちらも、夏に予定されていた研修が延期になったため、通常より短縮しての研修とな

りましたが、授業でも伝統的な遊びや韓服を試着する体験、料理体験、カフェに行って注文する

など、実践的な活動も多く、生徒も楽しみながら韓国語が学べたようです。また、帰国前日には

釜慶大学校訪問、市内研修も行いました。 

研修の間、外大の学生がパートナーとして、授業の補助や、市内研修では案内をするなど、様々

なサポートをしてくれました。生徒達にとっては一生忘れられない思い出となったことでしょう。 

授業風景          韓服で記念撮影       伝統の遊び（ユンノリ） 

～ 3 年生を送る会 ～ 

今年も、3月 1 日（火）に国文コース第１１期生９名が対馬高校を旅立ちました。 

本コースでは毎年 1 月に、3 年生を送る会を開催し、卒業する 3 年生から、それぞれの

進路の報告や、高校時代の思い出、後輩に伝えたいことを語ってもらいます。 

今年は 9 名中 3名が韓国に進学（東亞大、釜慶大、釜慶大語学堂）、３名が国内進学（同

志社、日大、長崎短大）、３名が就職（長崎県警、旅館・ホテル業、サービス業）となっ

ています。特に今年は、コースから初の公務員試験（長崎県警）に合格するなど、少人数

クラスながら、しっかりと進路を決めてくれました。 

送る会では、3 年生が後輩に韓国語の学習方法についてアドバイスする場面もありま

した。在校生たちも、先輩に続いて、資格試験や就職試験に積極的に臨んでくれることで

しょう。 

 

 

 

 

 

 

졸업 축하합니다 御卒業おめでとうございます！ 

 

☆☆ 国文コース今後の予定 ☆☆ 

４/６（水）７（木）  新２・３年生春季学習会 

    ４/８（金）  始業式・入学式  

    ４/11（月） 課題テスト・学年集会（容儀検査）・部紹介 

       ４/12（火） 全校朝会（対面式） 

    ４/17（日） 韓国語能力検定試験（TOPIK）希望者 

    ４/22（金） 歓迎遠足 

   


